




が，今年度は水中，底泥中ともヘテロカプサ出現直後か 

検出された。St.1～3 での出現状況はほぼ同様の傾向を 

したことから，St.2 での出現状況のみ図 2 に示す。水

のウィルスは 7 月には CY タイプ(Tomaru et al 2004)が

体で最大 2,670titer/ml 出現したが，8 月以降 UA タイプ

優占するようになり，10 月以降減少して 12 月には検

されなくなった。全般に表層より底層でウィルス密度

高かった。一方，底泥中のウィルスは水中と同様 7 月

に沈積した

 

日数

の関係 

，

増加してから減少したのに対し，ウィルス接

区では当初ヘテロカプサ密度にほとんど変化が見られ

 

図 3 ウィルス接種密度一定でヘテロカプサ初期密度を

変化させた場合のヘテロカプサ殺藻状況 

St.1  立神口 5,800 1,688 3,655

St.6  賢島 828 0 27 351
St.7  神明 6,816 0 31 397
St.8  布施田 64 6.3 7 25
St.9  片田 22 4.5 18 67
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から検出されるようになり，7 月は CY タイプ，8 月以降

UA タイプが優占し，CY タイプは 8 月以降減少して冬季

にはわずかに検出されたのみであったが，UA タイプは 9

月以降減少傾向を示しながらも冬季にも検出された。 

3 ヘテロカプサ殺藻ウィルス水平分布調査 

 英虞湾全域調査ではヘテロカプサ発生初期の 7 月 9 日

には塩屋浦を除く全ての地点の底泥から CY タイプのウ

ィルスが検出され，立神浦，鵜方浦，神明浦では

103titer/w.g 以上で他地点より密度が高かった。この時点

で英虞湾の広範囲にヘテロカプサが出現していたことが

確認されており，また，昨年は各地点でほとんどウィル

スが検出されなかったことから，殺藻ウィルスはヘテロ

カプサの出現と同調して急速に増殖し，海底

と考えられる。赤潮盛期を過ぎた 9 月 2 日には底泥中の

ウィルスは CY タイプが減少し，7 月にはほとんど出現

しなかった UA タイプが増加して優占したが，塩屋浦で

は両タイプとも検出されなかった（表 1）。底泥中のウ

ィルスタイプの変化は水中の変化と同様で，このことも

ウィルスの海底への急速な沈積を示唆している。 
 

表 1 英虞湾全域における底泥中の殺藻ウィルス密度 

表 2 ヘテロカプサおよび殺藻ウィルス密度と殺藻

調査日
Wirus Type CY UA CY UA

0
St.2  立神中 3,092 0 76 2,893
St.3  立神奥 8,116 0 53 7,954
St.4  鵜方 411 0 26 174
St.5  鵜方口 1,091 0 7 103

2008/9/22008/7/9

と

4 ウィルス感染密度試験 

ウェルプレートを用いた感染実験から，殺藻ウィルス

の感染時間は CY および UA タイプともヘテロカプサ密

度には影響されず，ウィルス接種密度が高いほど短くな

る傾向か認められた（表 2）。三角フラスコを用いた実験

St.10 船越 16 0 35 16
St.11 和具 28 0 6 14
St.12 間崎 37 0 9 13
St.13 塩屋 0 0 0 0
St.14 たこのぼり 8 0 0 26

titer/w.g

 

では，ヘテロカプサ初期密度が 105cells/ml の高密度の場 

合は対照区ではヘテロカプサは一旦増加してから減少し

たのに対し，ウィルス接種区では接種後すぐに減少した。

初期密度が 104cells/ml の中密度の場合は対照区ではヘテ

ロカプサが著しく増加して 8 日目以降減少したのに対し

ウィルス接種区では 3 日目まで若干減少後やや増加した

のみで，著しい密度変化はなかった。初期密度が

103cells/ml の低密度の場合は対照区ではヘテロカプサが

9 日目まで

種

ず，4 日目から 9 日目にかけて増加したものの，対照区

ほどの密度には達しなかった（図 3）。一方，ウィルス接

種密度を変化させた実験では，ウィルス接種密度が高い 

初期密度140,000cells/ml
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01
テロカプサ 8.E+04 2 3 5 5 5
18A5)密度 8.E+03 2 3 3 5 5 5

3 5 - - -

ヘ

cells/ml 9.E+02 2 2 2 2 3 4
CYタイプ 70%沈積までの日数

ウィルス(V34)密度 5.E+06 5.E+05 5.E+04 5.E+03 5.E+02 5.E+
ヘ
(H
cells/ml 8.E+02 2

UAタイプ

ウィルス密度(V644) 3.E+07 3.E+06 3.E+05 3.E+04 3.E+03 3.E+02
テロカプサ 9.E+04 2 2 2 3 - -

(H18A2)密度 9.E+03 2 2 2 2 4 4







抵抗性タイプのヘテロカプサ株への感染性から溶藻因子

調査した結果，培養液中には UA タイプのウィルスと

や，ウィルス接種区と
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0.2μm － ＋ －

(B は，バクテリア様粒子を

溶藻因子

を

粒子サイズが 0.2μm 以上と推定されるバクテリア様の

溶藻因子の 2 種類が含まれていたことが確認できた（表

5）。これらの溶藻因子が存在しているにも関わらず，7 

月 23 日の栄養塩添加・接種区および栄養塩添加・非接種 

 

表 5 栄養塩添加・非接種区で培養 8 日後に検出された

溶藻因子の濾過性および感染性 

 

 

・ 

CY UA 抵抗性
未処理 ＋(B) ＋(B) ＋(B)
0.45μm ＋(B) －(B) ＋(B)
0.2μm － － －
0.1μm － － －

各ホスト株への感染性
検体 濾過サイズ

CYタイプの
溶藻因子

区でヘテロカプサが増殖した原因

 0.1μm － ＋ －
) 確認

非接種区でヘテロカプサ密度の変化に違いが見られなか

った原因について今後さらに検討を進め，ヘテロカプサ

現場個体群におけるウィルスの効果を明らかにする必要

がある。 
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 未処理 ＋(B) ＋(B) ＋(B)
0.45μm ＋(B) ＋(B) ＋(B)UAタイプの

 

 

 

 

 

 

 

 


